
　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせする
コーナーです。今月は、丹原総合支所から「 松山道(桜三里) 」につ
いて紹介します。
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先
人
の
苦
労
を
し
の
ん
で…　
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▲国道11号桜三里、湯谷口付近（上方奥は松山自動車道）

　

西
条
市
丹
原
町
湯
谷
口
と
東
温

市
則
之
内
を
結
ぶ
国
道
11
号
桜
三

里
は
、
春
は
満
開
の
桜
の
色
に
染

ま
り
、
秋
に
は
紅
葉
に
山
が
燃
え

る
、
大
変
美
し
い
街
道
で
す
。
今

月
は
こ
の
松
山
道
（
桜
三
里
）
の

歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

平
成
３
年
に
編
さ
ん
さ
れ
た
丹

原
町
誌
に
は
、
松
山
と
道
前
を
結

ぶ
松
山
道
が
非
常
に
重
要
な
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
寛
文
年
間
（
１
６
６
１
～

７
２
年
）
以
前
の
旧
松
山
道
は
、

上
落
合
・
桜
三
里
復
興
碑
の
所
か

ら
中
山
川
を
渡
り
、
経き

ょ
う
な
る

ヶ
成
を
経

て
中
山
川
左
岸
に
出
て
、
劈へ

き
が
ん
と
う

巌
透

水す
い

碑
を
通
り
、
来
見
へ
と
至
っ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
傾
斜
地
に
作
ら
れ
た

細
く
危
険
な
道
で
あ
っ
た
た
め
、

後
に
上
落
合
・
笹
ヶ
峠
・
宝ほ

ヶけ

口ぐ
ち

を
通
る
ル
ー
ト
へ
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
貞
享
４
（
１
６
８

７
）
年
に
は
、
周
布
郡
代
官
矢
野

五
郎
右
衛
門
源
太
に
よ
っ
て
桜
や

松
の
木
な
ど
８
２
４
０
本
が
植
え

ら
れ
、
が
け
崩
れ
な
ど
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
旅
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

る
街
道
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
入
る
と
我
が
国
は

富
国
強
兵
を
唱
え
、
香
川
県
善
通

寺
に
一
個
師
団
を
増
設
し
、
初
代

師
団
長
に
は
乃
木
希
典
将
軍
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
31
（
１
８
９
８
）
年
、

乃
木
将
軍
が
松
山
連
隊
を
検
閲
す

る
た
め
、
笹
ヶ
峠
か
ら
千
原
・
松

山
方
面
へ
進
ん
だ
時
、
松
山
道
に

つ
い
て
「
道
路
は
す
こ
ぶ
る
不
完

全
に
し
て
野
砲
の
通
過
し
得
ざ
る

物
、
か
つ
橋
梁
不
備
の
所
往
々
あ

り
…
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
内
務
省
は
突
貫

工
事
で
国
道
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

と
な
り
、
笹
ヶ
峠
を
避
け
て
中
山

川
右
岸
を
た
ど
り
、
湯
谷
口
か
ら

落
合
へ
、
そ
し
て
千
原
を
経
て
、

土
谷
・
桧ひ

わ
だ皮

峠
を
越
す
道
程
と

し
、
所
要
時
間
の
短
縮
を
図
り
ま

し
た
。

　

大
正
３
年
と
８
年
に
は
、
御
大

典
記
念
と
し
て
鞍
瀬
青
年
団
に
よ

っ
て
桜
三
里
に
桜
が
植
樹
さ
れ
、

そ
の
後
の
国
道
11
号
改
修
時
に
も

桜
の
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
60
年
に
は
建
設
省

松
山
工
事
事
務
所
の
開
設
40
周
年

を
記
念
し
て
、
鞍
瀬
小
学
校
（
平

成
13
年
閉
校
）
と
川
内
町
の
東
谷

小
学
校
の
児
童
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力

に
よ
り
、
山
桜
・
枝
垂
れ
桜
・
染

井
吉
野
桜
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
元
有
志
の
尽
力
も
あ

り
、
今
に
至
る
桜
の
街
道
が
出
来

上
が
っ
た
の
で
す
。

　

通
る
こ
と
さ
え
困
難
で
あ
っ
た

か
つ
て
の
松
山
道
は
、
時
代
の
変

遷
と
と
も
に
人
馬
や
駕か

ご篭
が
通
る

道
幅
と
な
り
、
明
治
中
期
こ
ろ
か

ら
は
人
力
車
や
客
馬
車
が
通
れ
る

よ
う
改
修
さ
れ
、
昭
和
初
年
こ

ろ
に
は
松
山
行
き
の
乗
合
自
動
車

（
バ
ス
）
の
運
行
が
開
始
さ
れ
る

な
ど
し
て
、
現
在
の
道
へ
と
姿
を

変
え
て
き
ま
し
た
。

　

先
人
の
苦
労
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
、
紅
葉
の
桜
三
里
を
ド
ラ
イ

ブ
す
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
参
考
文
献
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愛
媛
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市境
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東温市

本谷川

中山川

来見

湯谷口

千原

土谷

川上

笹ヶ峠

経ヶ成

上落合
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劈巌透水碑

桜三里復興碑

桧皮峠

松山道（桜三里）の概略図

松山道
（寛文年間～明治中期）

旧国道（明治後期～）

現在の国道

松山自動車道
（平成６年～）

旧松山道
（寛文年間以前）

▲

今
も
残
る
桜
三
里
復
興
碑
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